
（１）想定する地震の規模

過去の熊本地震以上の被害が生じることも想定した
対策を講じるべきと考えるか？

➢ 2016年熊本地震より大きな揺れになることはある。
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2016/04/14 21:26:34.4 熊本県熊本地方 11 km M=6.5 最大震度７

○ ４月１４日のＭ６．５の地震及び４月１５日のＭ６．４の地震の震源域付近には日奈久断層帯が存在している。これらの地
震は、その高野－白旗区間の活動によると考えられる。地震調査委員会は日奈久断層帯（高野－白旗区間）について、活
動時にＭ６．８程度の地震が発生する可能性があり、３０年以内の地震発生確率は不明と評価していた。なお、日奈久断層
帯（高野－白旗区間）を含む九州南部の区域では、Ｍ６．８以上の地震の発生確率は７－１８％と評価していた。
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2016/04/16 01:25:05.4 熊本県熊本地方 12 km M=7.3 最大震度７

○ ４月１６日のＭ７．３の地震の震源域付近には布田川断層帯が存在している。この地震は、主に布田川断層帯の布田川
区間の活動によると考えられる。地震調査委員会は布田川断層帯（布田川区間）について、活動時にＭ７．０程度の地震が
発生する可能性があり、３０年以内の地震発生確率はほぼ０％～０．９％（やや高い）と評価していた。なお、布田川断層帯
を含む九州中部の区域では、Ｍ６．８以上の地震の発生確率は１８－２７％と評価していた（地震調査委員会）
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図２布田川断層帯・日奈久断層帯の活断層位置と調査
地点１：白川左岸地点２：田中地点３：高木地点４：白
旗地点５：鰐瀬地点６：南小野地点７：南部田地点８：
高塚B地点９：腹巻田地点 10：栫地点 11：八代海白神
岩地点 12：八代海津奈木沖地点 13：八代海南西部海
底地点 ：断層帯の北東端と南西端 ：活動区間の境界
活断層の位置は活断層研究会編（1991）、熊本県
（1998b）、池田ほか（2001）、中田ほか（2001）、産業技
術総合研究所・地域地盤環境研究所・東海大学（2011）
及び地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価

部会活断層分科会による重力異常・地質構造の検討結
果に基づく。基図は国土地理院発行数値地図200000

（地図画像）「熊本」「八代」を使用。網掛線は、重力異常、
ボーリングや音波探査により位置が特定された活断層。

布田川断層帯・日奈久断層帯の評価（一部改訂）

平成 25 年２月１日 地震調査研究推進本部 地震調査委員会

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/katsudansou_pdf/93_futagawa_hinagu_2.pdf
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https://www.jishin.go.jp/evaluation/evaluation_summary/#danso

主要活断層の評価結果
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2020年1月１日を基準とした評価
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図２布田川断層帯・日奈久断層帯の活断層位置と調査
地点１：白川左岸地点２：田中地点３：高木地点４：白
旗地点５：鰐瀬地点６：南小野地点７：南部田地点８：
高塚B地点９：腹巻田地点 10：栫地点 11：八代海白神
岩地点 12：八代海津奈木沖地点 13：八代海南西部海
底地点 ：断層帯の北東端と南西端 ：活動区間の境界
活断層の位置は活断層研究会編（1991）、熊本県
（1998b）、池田ほか（2001）、中田ほか（2001）、産業技
術総合研究所・地域地盤環境研究所・東海大学（2011）
及び地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価

部会活断層分科会による重力異常・地質構造の検討結
果に基づく。基図は国土地理院発行数値地図200000

（地図画像）「熊本」「八代」を使用。網掛線は、重力異常、
ボーリングや音波探査により位置が特定された活断層。

布田川断層帯・日奈久断層帯の評価（一部改訂）

平成 25 年２月１日 地震調査研究推進本部 地震調査委員会

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/katsudansou_pdf/93_futagawa_hinagu_2.pdf
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平成28 年熊本地震を踏まえた
総合的な活断層調査

平成28～30 年度 成 果 報 告 書（令和元年5 月）

文部科学省研究開発局・国立大学法人九州大学
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図210 布田川断層帯と日奈久断

層帯の区間分け。背景は地質図、
コンターはブーゲー異常で、いず
れも産業技術総合研究所のシー
ムレス地質図
（https://gbank.gsj.jp/geonavi/）よ

り作成。活断層トレースは産業技
術総合研究所の活断層データ
ベース
（https://gbank.gsj.jp/activefault/）

に基づく。ただし八代海は、本報
告書の図178 に基づく。紫の文字
は各区間の長さ(L)と松田式に基
づいたマグニチュード（M）、変位
量（D）。
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熊本市西区役所で
は布田川断層帯
西破壊、熊本市中
央区役所では日奈
久断層帯（２）南破
壊ケースで最も大
きな最大速度を示
している。

P.726
図133(a) 日奈久断層帯（２）南破壊の地表面震度分布。矩形および矩形内の矩形は、設定
した震源断層モデルと強震動生成域の地表投影。星印が設定した破壊開始点を表してい
る。太線は震源断層モデルの延長と地表の交線を示す。 14
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熊本市西区役所で
は布田川断層帯
西破壊、熊本市中
央区役所では日奈
久断層帯（２）南破
壊ケースで最も大
きな最大速度を示
している。

P.726
図133(a) 日奈久断層帯（２）南破壊の地表面震度分布。矩形および矩形内の矩形は、設定
した震源断層モデルと強震動生成域の地表投影。星印が設定した破壊開始点を表してい
る。太線は震源断層モデルの延長と地表の交線を示す。 15
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「詳細地域」日奈久断層帯（１）南破壊ケースの（左上）ハイブリッド法による工学的基盤震度、（右上）
統計的グリーン関数法工学的基盤震度、
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TT：立田山断層
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熊本県地質図(10 万分の1)では、CMP200 付近に立田山断層が通るが、

断層構造を示す明瞭な反射面は認められない。また、地震調査研究推
進本部(2013)による布田川断層帯宇土区間（宇土断層）は、CMP2200～
CMP2400 付近を通るが、白亜系基盤岩の上面に相当する反射面が北
に傾斜する構造が確認される。
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（２）耐震性能の確保

•是非確保していただきたい。
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モデルによる：熊本市役所の理論予測値
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黒：布田川断層帯
西破壊 赤：布田
川断層帯東破壊
青：日奈久断層帯
(１)北破壊、緑：
日奈久断層帯(１)
南破壊、橙：日奈
久断層帯(２)北破
壊、紫：日奈久断
層帯(２)南破壊 平成28～30 年度 成 果 報 告 書（令和元年5 月）

文部科学省研究開発局・国立大学法人九州大学 P.756
図 117(q) 凡例は(a)と同じ。（上熊本市役所・熊本市中央区役所
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